






要約:バルーンカテーテルによる肺動脈弁狭窄解除の後に出現する流出路狭窄の成因につ

いて可変弾性模型から説明することを試みた。弁狭窄による大きな後負荷に適応した高い

収縮性が解除後も残るために,流出路が過大に収縮し,駆出される血液が加速されることに

よる圧エネルギーから運動エネルギーへの変換が流出路狭窄出現の主因であると考えられ

た。 


